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第１章 学校施設の長寿命化計画（個別施設計画）とは 

（１）学校施設の長寿命化計画の位置づけ 

行動計画に
おいて具体
化した取組を

推進

インフラ長寿命化基本計画 (H25.11.29)

○策定主体：国
○対象施設：全てのインフラ

公共施設等総合管理計画
《インフラ長寿命化計画（行動計画）》

○策定主体：文部科学省及び地方公共団体
○対象施設：安全性等を鑑み、策定主体が設定
○策定時期：平成28年度までに策定

基本計画に
基づき策定

個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画）

○策定主体：各教育委員会
○対象施設：各地方公共団体の行動計画において設定
◯策定時期：平成３２年頃までに策定

点検・診断

修繕・更新

情
報
基
盤
の
整
備
と
活
用

基
準
類
の
整
備

個別施設計画を核とした
メンテナンスサイクルの実施

・個別施設毎の長寿命化計画を核として、メンテナンスサイクルを構築
・メンテナンスサイクルの実行や体制の構築等により、トータルコストを縮減・平準化
・産学官の連携により、新技術を開発・メンテナンス産業を育成

○インフラ長寿命化基本計画(H25.11.29策定)のポイント

○インフラ長寿命化基本計画の体系（公立小中学校の場合）

行動計画に
基づき策定

※ 公共施設の４割を占める学校施設の状況は、公共施設等総合管理計画においても
重要な検討材料。可能な限り速やかに検討に着手することが重要。

図 インフラ長寿命化基本計画の体系 
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■ 学校施設の長寿命化計画策定の目的 

 

■ 学校施設の長寿命化計画の検討体制 

 

 

 

 

 

■ 計画策定後の公表の重要性 
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（２）本解説書の構成 

＜本解説書の構成＞ 

 

 

 

 

  

第３章 学校施設の長寿命化計画
の様式と事例

第２章 計画策定のための建物情報の整理

対象建物の整理
（調査１）

築年別整備状況
グラフ

構造躯体の
健全性の把握
（調査２）

建物情報一覧表

今後の
維持・更新コスト
（長寿命化型）

グラフ

作成

コスト算出条件
の入力

ステップ１
学校施設の
全体把握

ステップ２
老朽化状況の
把握

ステップ３
今後の維持・
更新コスト
の把握

作成

作成

今後の
維持・更新コスト
（従来型）

出力データ
①

②

④

直近の
整備計画

グラフ
直近5年間の
整備計画
の入力

作成

⑤

③

ステップ４
直近の
整備計画
の策定

：エクセルソフトの入力内容

：エクセルソフトの出力①～⑤

躯体以外の
劣化状況の把握

（調査３）

第４章 先進的な取組事例

第５章 学校施設の長寿命化計画の策定事例

      ：事例を参考にしながら作成 

     ：「２ 計画策定の建物情報の整理」で作成したグラフ等より作成 

様式  「学校施設の長寿命化計画」章立て 

様式１-１ 

様式１-２ 

（１）学校施設の長寿命化計画の背景・ 

   目的等 

様式２ （２）学校施設の目指すべき姿 

様式３-１ 

様式３-２ 

様式３-３ 

様式３-４ 

（３）学校施設の実態 

   ① 学校施設の運営状況・ 

     活用状況等の実態 

様式３-５ 

様式３-６ 

様式３-７ 

   ② 学校施設の老朽化状況の 

          実態    

様式４-１ 

様式４-２ 

様式４-３ 

（４）学校施設整備の基本的な方針等 

   ① 学校施設の規模・ 

     配置計画等の方針   

   ② 改修等の基本的な方針 

様式５ 
（５）基本的な方針等を踏まえた 

   施設整備の水準等 

様式６-１ 

 

（６）長寿命化の実施計画 

   ① 改修等の優先順位付けと 

     実施計画 

   -２ 
   ② 長寿命化のコストの見通し、 

     長寿命化の効果 

様式７ 

（７）長寿命化計画の継続的運用方針 

   ① 情報基盤の整備と活用 

   ② 推進体制等の整備 

   ③ フォローアップ 

 

第１章 学校施設の長寿命化計画とは

第６章 参考資料
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＜学校施設の長寿命化計画の構成＞                   

目標設定

実態把握

方針の
設定

長寿命化
計画の
策定・運用

（１）学校施設の長寿命化計画の背景・目的等

①背景 ②目的

③計画期間

④対象施設

（２）学校施設の目指すべき姿

（３）学校施設の実態

① 学校施設の運営状況・
活用状況等の実態

② 学校施設の老朽化状況
の実態

（４）学校施設整備の基本的な方針等

① 学校施設の規模・配置
計画等の方針

② 改修等の基本的な方針

（５）基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等

① 改修等の整備水準 ② 維持管理の項目・手法等

（６）長寿命化の実施計画

① 改修等の優先順位付け
と実施計画

② 長寿命化のコストの見通
し、長寿命化の効果

（７）長寿命化計画の継続的運用方針

① 情報基盤の整備
と活用

② 推進体制等の
整備

③ フォローアップ

様式１

様式２

様式３

様式４

様式５

様式６

様式７

第２章のｽﾃｯﾌﾟ
１・２・３に 
基づき作成 

様式及び 
本解説書における 

ページ番号 

第２章のｽﾃｯﾌﾟ
４に基づき 

作成 
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第２章 計画策定のための建物情報の整理 

学校施設の長寿命化計画策定のポイントは次の３点である。ここでは、これらの検討を進め

る上で基礎的に必要となる建物情報の収集および把握方法について重点的に解説する。 

① 長寿命化を図り老朽化状況を反映したコストが財政制約ラインに納まるかの把握 

② 直近５年間の整備内容の明確化 

③ 今後の維持・更新コストのかい離部分を改善するための方針を立てること 

ステップ１ 学校施設の全体把握 

   調査１：対象建物の整理 

 

ステップ２ 老朽化状況の把握 

   調査２：構造躯体の健全性の把握 

   調査３：躯体以外の劣化状況の把握 

 

ステップ３ 今後の維持・更新コストの把握 

 

ステップ４ 直近の整備計画の策定 
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基準 2015

001 1301 Ａ小学校 校舎１ 1
2203001
157

小学校 校舎 RC 3 2,562 1969 S44 46 旧 済 済 H10 24.9 長寿命 C D B A C 52

002 1301 Ａ小学校 校舎２ 5
2203001

158
小学校 校舎 RC 3 1,525 1969 S44 46 旧 済 済 H10 26.2 長寿命 A A C C C 62

003 1301 Ａ小学校 校舎３ 18-1,2
2203001

159
小学校 校舎 RC 4 1,179 2002 H14 13 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

004 1301 Ａ小学校 体育館 19-1,2,3
2203001
160

小学校 体育館 RC 4 1,408 1970 S45 45 旧 済 済 H10 25.3 長寿命 D D C A C 37

005 1302 Ｂ小学校 校舎１ 2-1
2204001
161

小学校 校舎 RC 3 1,819 1964 S39 51 旧 済 済 H7 13.1 要調査 D D D D D 10

006 1302 Ｂ小学校 校舎２ 2-2
2204001

162
小学校 校舎 RC 3 1,744 1970 S45 45 旧 済 済 H7 27.4 長寿命 D D C A C 37

007 1302 Ｂ小学校 校舎３ 17
2204001

163
小学校 校舎 RC 3 911 1980 S55 35 旧 済 - H7 25.8 長寿命 B B B B B 75

008 1302 Ｂ小学校 体育館 7
2204001
164

小学校 体育館 S 2 668 1972 S47 43 旧 済 - - - 長寿命 C C C C C 40

009 1303 Ｃ小学校 校舎１ 1
2204001
165

小学校 校舎 RC 3 3,010 1970 S45 45 旧 済 済 H26 18.5 長寿命 B C C B B 52

010 1303 Ｃ小学校 校舎２ 2
2204001

166
小学校 校舎 RC 3 1,750 1972 S47 43 旧 済 済 H26 18.7 長寿命 C C B D A 56

011 1303 Ｃ小学校
体育館・特別
教室棟

3
2204001

167
小学校 体育館 RC一部S 2 789 1971 S46 44 旧 済 済 H26 23.1 長寿命 C C D B C 33

012 1025 Ｄ小学校 校舎１ 31
2205001
168

小学校 校舎 RC 3 3,807 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A B A B B 86

013 1025 Ｄ小学校 校舎２ 32-1,2
2205001
169

小学校 校舎 RC 3 3,565 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A B A B B 86

014 1025 Ｄ小学校 体育館 33
2205001

170
小学校 体育館 RC 2 2,155 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A C A B B 76

015 1013 Ｅ小学校 校舎１ 2-1
2206001

171
小学校 校舎 RC 4 1,417 1978 S53 37 旧 済 - H13 19.8 長寿命 A D B C C 50

016 1013 Ｅ小学校 校舎２ 3-1,2
2206001

172
小学校 校舎 RC 4 3,171 1978 S53 37 旧 済 済 H13 12.5 要調査 C D B C C 44

017 1013 Ｅ小学校 校舎３ 5-1,2
2206001
173

小学校 校舎 RC 4 2,066 1978 S53 37 旧 済 済 H13 23 長寿命 D D B C C 42

018 1013 Ｅ小学校 体育館 6
2206001

174
小学校 体育館 S 1 764 1979 S54 36 旧 済 済 - - 長寿命 C B B B B 72

通し
番号

学校
調査
番号

施設名 建物名 棟番号

建築年度

和暦

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定 屋
根
・
屋
上

外
壁基準 診断 補強

調査
年度

西暦

健全度
（100点
満点）

学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
番号

用途区分

構造 階数
延床
面積
（㎡）

試算上
の区分

内
部
仕
上

備考
電
気
設
備

機
械
設
備

圧縮
強度
（N/㎟）

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある：築30年以上：築50年以上

建物情報一覧表
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調査
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施設名 建物名 棟番号

建築年度
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建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定 屋
根
・
屋
上

外
壁基準 診断 補強

調査
年度
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健全度
（100点
満点）

学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
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延床
面積
（㎡）

試算上
の区分
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番号

施設名 建物名 棟番号

建築年度

和暦

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定 屋
根
・
屋
上

外
壁基準 診断 補強

調査
年度

西暦

健全度
（100点
満点）

学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
番号

用途区分

構造 階数
延床
面積
（㎡）

試算上
の区分

内
部
仕
上

備考
電
気
設
備

機
械
設
備

圧縮
強度
（N/㎟）

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある：築30年以上：築50年以上

建物情報一覧表

建物基本情報を記入するとグラフが自動で作成される 

３ ２ 調査１ 

ステップ 

１ 学校施設の全体把握 

３ 今後の維持・更新コストの把握 

２ 老朽化状況の把握 

ステップ 

ステップ 

p.14～19 

p.20～33 

対象建物の整理 

構造躯体の健全性の把握 躯体以外の劣化状況の把握 

ＲＣ造の場合、耐震診断時デー
タ等の圧縮強度から評価し「要
調査」建物を選別 

 １２条点検と合わせて専門家により３年に１回実施 
 劣化状況を部位別に４段階で評価 

長寿命化を図り、劣化状況を反映 
したコスト算出 

 対象建物の整理 
 計画策定段階における長寿命化の可否の判定 
 健全度の算定、改修の優先順位付け 

コスト算出条件 
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（人）

築10年未満
2.6万㎡(7%)

築19～10年
5.0万㎡（13%)

築29～20年
8.3万㎡(21%)

築39～30年
16.9万㎡(44%)

築49～40年
5.9万㎡(15%)

対象施設延床面積
38.7万㎡

築20年以上 31.1万㎡(80%)

旧耐震基準(昭和56年以前)
17.5万㎡(45%)

築30年以上 22.8万㎡(59%)

新耐震基準(昭和57年以降)
21.2万㎡(55%)

小学校 校舎

小学校 体育館

中学校 校舎

中学校 校舎・体育館

（万㎡）

年

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

昭和60年
（ピーク）
38,885人

平成27年
22,388人

児童生徒数推移

築50年以上
0㎡(0%)

 築年別整備状況 
今後の維持・更新 
コスト（従来型） 

（自動） 

建築基準法 
１２条点検 

• 外部 
• 屋上・屋根 
• 避難施設 等 

簡易調査（耐震診断時データ） 

 詳細調査（新たに調査） 

「要調査」建物の抽出 

• 圧縮強度 
• 中性化深さ 
• 鉄筋かぶり厚さ 

• 鉄筋腐食度 
• 目視状況 等 

建物基本情報 

調査１ 

建物情報一覧表 

p.34～39 
転記 

（自動） 

出力データ② 出力データ① 

将来今後の維持・更新コスト 
（マクロ把握）（40年/50年/60年） 

0

20

40

60

80

100

120

平
成

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

（億円）

（年度）

維持管理（緊急修繕） グラウンド プール 投資的経費（既存更新分）
大規模改修 大規模改修（積み残し） 建替え 建替え（積み残し）
維持補修費（維持管理分） 投資的経費（新規整備分） 投資的経費（用地取得分） 投資的経費の平均
40年平均更新費用

建替え

投資的経費

大規模改修

10年間の
投資的経費
83億円/年

10年間の
投資的経費
34億円/年

10年間の
投資的経費
61億円/年

10年間の
投資的経費
26億円/年

②年平均更新費用

51億円/年

③5年間の

投資的経費
17億円/年

3倍

建替え（積み残し）

5倍

①今後40年間の更新費用
2,035億円

経常修繕 経常修繕 経常修繕

④直近10年間

83億円/年

秋田市の単価に合わせ、耐用年数を診断結果に合わせたコスト

建替え中心 大規模改修中心3倍 

○○年間総額 
○○億円 

5倍 

過去の経費水準 

内訳リスト 

④ 出力データ 

③ 出力データ 
ステップ１、２の結果
を整理する。 

調査２ 

簡易調査 

改修履歴 

調査３ 

屋根・屋上、外壁の 
目視調査（４段階評価） 

内部仕上げ・設備は 
経過年数で評価 

劣化状況調査票 

評
価
基
準 

（写
真
事
例
） 

コスト算出条件 

「要調査」建物は「改築」として試算 

 複数条件によるシミュレーション 
 （改築・改修・修繕の周期） 
 （単価設定）（任意項目の積上げ） 

４ 直近の整備計画の策定 
ステップ 

 財政制約の設定 
 年度別の予算配分 
 施設別コストの算定 
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（億円）

（年度）

維持管理（緊急修繕） グラウンド プール 投資的経費（既存更新分）
大規模改修 大規模改修（積み残し） 建替え 建替え（積み残し）
維持補修費（維持管理分） 投資的経費（新規整備分） 投資的経費（用地取得分） 投資的経費の平均
40年平均更新費用

建替え

投資的経費

大規模改修

10年間の
投資的経費
83億円/年

10年間の
投資的経費
34億円/年

10年間の
投資的経費
61億円/年

10年間の
投資的経費
26億円/年

②年平均更新費用

51億円/年

③5年間の

投資的経費
17億円/年

3倍

建替え（積み残し）

5倍

①今後40年間の更新費用
2,035億円

経常修繕 経常修繕 経常修繕

④直近10年間

83億円/年

秋田市の単価に合わせ、耐用年数を診断結果に合わせたコスト

建替え中心 大規模改修中心3倍

○○年間総額
○○億円

5倍

過去の経費水準
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④長寿命化しても投資的経費の1.9倍のコストがかかり、長寿命化だけでは対応できない。
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経常修繕費 グラウンド プール

長寿命化修繕 中規模修繕（20年目） 中規模修繕（60年目）

（億円）

10年間の
投資的経費
38億円/年

10年間の
投資的経費
24億円/年

10年間の
投資的経費
35億円/年

10年間の
投資的経費
26億円/年

1.9倍

②長寿命化した場合

の更新費用
31億円/年

投資的経費
17億円/年

建替え

大規模改修

経常修繕 経常修繕 経常修繕

長寿命化の効果

中規模改修（20年目） 中規模改修
（60年目）

（億円）

①長寿命化した場合
1,236億円

③従来の建替え中

心より20億円/年
（40％）削減。

建替え

大規模改修中心

1.9倍 

過去の経費水準 

○○年間総額 
○○億円 
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④長寿命化しても投資的経費の1.9倍のコストがかかり、長寿命化だけでは対応できない。
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経常修繕費 グラウンド プール

長寿命化修繕 中規模修繕（20年目） 中規模修繕（60年目）

（億円）

10年間の
投資的経費
38億円/年

10年間の
投資的経費
24億円/年

10年間の
投資的経費
35億円/年

10年間の
投資的経費
26億円/年

1.9倍

②長寿命化した場合

の更新費用
31億円/年

投資的経費
17億円/年

建替え

大規模改修

経常修繕 経常修繕 経常修繕

長寿命化の効果

中規模改修（20年目） 中規模改修
（60年目）

（億円）

①長寿命化した場合
1,236億円

③従来の建替え中

心より20億円/年
（40％）削減。

建替え

大規模改修中心

1.9倍

過去の経費水準

○○年間総額
○○億円

p.40～41 ⑤ 出力データ 

直近の整備計画 

（50年未満で改築） 

今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 
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ステップ 

１ 学校施設の全体把握 

調査１ 対象建物の整理 

≪記入例≫ 

•

•

•

•

建物情報一覧表 

001 1301 Ａ小学校 校舎１ 1
2203001

157
小学校 校舎 RC 3 2,562 1969 S44 46

002 1301 Ａ小学校 校舎２ 5
2203001

158
小学校 校舎 RC 3 1,525 1969 S44 46

003 1301 Ａ小学校 校舎３ 18-1,2
2203001

159
小学校 校舎 RC 4 1,179 2002 H14 13

004 1301 Ａ小学校 体育館 19-1,2,3
2203001

160
小学校 体育館 RC 4 1,408 1970 S45 45

通し
番号

学校
調査
番号

施設名 建物名 棟番号

建築年度

和暦

建物基本情報

築年
数西暦

学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
番号

用途区分

構造 階数
延床
面積
（㎡）

基準 2015

14
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

34.5億円/年

10年間

40.5億円/年

10年間

18.9億円/年

今後の維持・更新コスト（従来型）

40年間の総額

1,770億円

83.2億円/年

対象建物

38.6万㎡

205棟

40年間の平均

44.3億円/年

2.6倍

過去の

施設関連経費

17.0億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

出力データ① ≪築年別整備状況≫ 

グ
ラ
フ
を
自
動
的
に
作
成 

【築50年未満で建替える場合】 

改築の実施年は入力可能。

一番古い建物から順次改築

するように年数を設定する。 

出力データ② ≪今後の維持・更新コスト（従来型）≫ グラフのデータテーブ

ル（内訳リスト）が出力

されるので、年度別の

金額を確認できる。 過去５年間の施設関連経費を入力すること

で、その平均値と今後の維持・更新コスト

の平均値の比較ができる。（p.37参照） 
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35,000

Ｓ

31

以

前

33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26

（㎡）

築20年以上 164棟（80%） 31.1万㎡（81%）

対象建物

205棟

38.6万㎡

（年度）

築30年以上 124棟（60%） 23.1万㎡（60%）

築30年以上

17.2万㎡(45%)

築40年以上

5.9万㎡(15%)
築20年以上

8万㎡(21%)

築10年以上

5万㎡(13%)
築10年未満

2.5万㎡(6%)

築50年以上

0㎡(0.%)

築年別整備状況

新耐震基準（昭和57年以降）

110棟（54%） 20.9万㎡（54%）

旧耐震基準（昭和56年以前）

95棟（46%） 17.7万㎡（46%）

小学校 校舎 中学校 校舎 小学校 体育館 中学校 体育館 武道場 幼稚園 寄宿舎 給食センター その他

15



圧縮
強度
（N/㎟）

試算上
の区分

学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
番号

用途区分

構造 階数
延床
面積
（㎡） 基準 診断 補強

調査
年度

西暦

通し
番号

学校
調査
番号

施設名 建物名 棟番号

建築年度

和暦

建物基本情報 構造躯体の健全性

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定

ステップ 

２ 老朽化状況の把握 

調査２ 構造躯体の健全性の把握 

計画策定段階の判定 

 旧耐震基準の鉄筋コンクリート造の建物については、耐震診断報告書に基づき、コンクリート

圧縮強度が13.5N/mm2以下のもの、及び圧縮強度が不明のものは「要調査」建物とし、試算

上は「改築」とする。 

 旧耐震基準の鉄骨造、木造等の建物については、現地調査結果を基に判断し、概ね建築後

40年以上で腐食や劣化の著しいものは「要調査」建物とし、試算上は「改築」とする。 

 上記以外は、試算上の区分を「長寿命」とする。 

調査２では、この範囲を

記入する。 

建物情報一覧表 

20



工
事
実
施
段
階 

耐震補強 

耐震基準 

耐震補強済み 
または 

耐震診断で耐震性あり 

旧耐震基準 

ＮＯ 

または、使用不可 ＹＥＳ 

「長寿命」として試算 「改築」として試算 

計
画
策
定
段
階 

調査 

評価 
項目 

（例示） 

鉄筋コンクリート造 
鉄骨鉄筋コンクリート造 

鉄骨造 木造 

現地目視調査及び材料試験 現地目視調査 現地目視調査 

 コンクリート圧縮強度 
 中性化深さ 
 鉄筋かぶり厚さ 
 鉄筋腐食状況 
 屋上・外壁の漏水状況 

 筋かいのたわみ 
 鉄骨腐食状況 
 非構造部材の取付部・

設備・二次部材安全性 
 屋根・外壁の漏水状況 

 土台・柱・梁の腐朽 
 柱・梁の傾斜 
 床のたわみ、床鳴り 
 屋根・外壁の漏水状況 

躯体の詳細な調査 

長寿命化 改築 

躯体の詳細な調査に加えて経済性や教育機能上 

などの観点から総合的に判断する 

判断 

コンクリート圧縮強度 
13.5N/mm2以下 

ＲＣ 
造 

「改築」判定建物には、

耐力度調査を実施して

改築事業の補助対象

になるかどうかを判断

する。 

耐力度調査に準じて各

教育委員会で調査項

目・評価指標を設定し

判断する。 

「要調査」 
建物 

ＹＥＳ 

概ね40年以上で 
腐食や劣化の進行が 

著しいもの 

Ｓ造 
Ｗ造 
等 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

ＲＣ造以外は、目視状

況により、長寿命化改

修に適さないと考えら

れる場合は、試算上の

区分を「改築」や「要調

査」と記入（選択）する。 

ＲＣ造でコンクリート圧

縮強度が13.5N/mm2以

下の場合は、「要調査」

を自動で表示し、「改

築」として試算する。 

新耐震基準 

長寿命化の判定フロー 

*1 

*1 例えば、時を重ねて活用され続けた木造建物等は、それ自体が文化財的価値を有することも多く、 
改築に際しては、こうした観点からの検討も別途行う必要がある。 
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調査３ 躯体以外の劣化状況の把握 

調査３ 

作業フロー 

12条点検 

専門家による現地調査 

棟毎の「劣化状況調査票」 

建物情報一覧表へ自動転記 

長期修繕コストの自動算出 

専門家による現地調査 

施設毎の報告書 

危険部位の除去 

年度）

㎡ 地上 階 地下 階

1 屋根 □ アスファルト保護防水 □ 降雨時に雨漏りがある

屋上 □ アスファルト露出防水 □ 天井等に雨漏り痕がある

□ シート防水、塗膜防水 □ 防水層に膨れ・破れ等がある

□ 勾配屋根（長尺金属板、折板） □ 屋根葺材に錆・損傷がある

□ 勾配屋根（スレート、瓦類） □ 笠木・立上り等に損傷がある

□ その他の屋根 （ ） □ 樋やドレンを目視点検できない

□ 既存点検等で指摘がある

2 外壁 □ 塗仕上げ □ 鉄筋が見えているところがある

□ タイル張り、石張り □ 外壁から漏水がある

□ 金属系パネル □ 塗装の剥がれ

□ コンクリート系パネル（ＡＬＣ等） □ タイルや石が剥がれている

□ その他の外壁 （ ） □ 大きな亀裂がある

□ アルミ製サッシ □ 窓・ドアの廻りで漏水がある

□ 鋼製サッシ □ 外部手すり等の錆・腐朽

□ 断熱サッシ、省エネガラス □ 既存点検等で指摘がある

3 内部仕上 □ 老朽改修

（床・壁・天井） □ エコ改修

（内部建具） □ トイレ改修

（間仕切等） □ 法令適合

（照明器具） □ 校内ＬＡＮ

（エアコン）等 □ 空調設置

□ 障害児等対策

□ 防犯対策

□ 構造体の耐震対策

□ 非構造部材の耐震対策

□ その他、内部改修工事

４ 電気設備 □ 分電盤改修

□ 配線等の敷設工事

□ 昇降設備保守点検

□ その他、電気設備改修工事

５ 機械設備 □ 給水配管改修

□ 排水配管改修

□ 消防設備の点検

□ その他、機械設備改修工事

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

通し番号

学校名 学校番号

棟番号 建築年度 明治33 年度（

調査日

建物名 記入者

構造種別 延床面積 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

部位 改修・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項） 評価

健全度

100点

：入力欄を示す。 

≪参考例示：劣化状況調査の委託仕様書≫ 

劣化状況調査票 

試算？算
定？表現の

統一を 
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点検周期 点検項目
地盤

敷地

塀

擁壁　等

基礎

土台（木造に限る。）

外壁（躯体等、外装仕上げ材等、窓サッシ等、広告板等）

屋上面

屋上周り

屋根

機器及び工作物

防火区画

壁の室内に面する部分（躯体等、防火区画を構成する壁）

床（躯体等、防火区画を構成する床）

天井

照明器具・懸垂物等

石綿等を添加した建築材料

避難上有効なバルコニー

階段

排煙設備等

非常用の照明装置

特殊な構造（膜構造建築物の膜体・取付け部材等、免震構造建

築物の免震層・免震装置）

避雷設備

煙突

エレベーター

エスカレーター

小荷物専用昇降機

防火戸

防火シャッター等駆動装置との連動

（居室等の）機械換気設備

（調理室等の）自然換気設備及び機械換気設備

（居室等の）防火ダンパー　等

排煙機

その他（機械排煙設備の排煙口・排煙風道、防火ダンパー、特殊

な構造の排煙設備の排煙口及び給気口・給気風道・給気送風機）

特殊避難階段の付室及び非常用エレベーターの乗降ロビーに設

ける排煙口及び給気口

可動防煙壁

自家用発電装置

エンジン直結の排煙機

電池内蔵形の蓄電池

電源別置形の蓄電池

自家用発電装置

飲料用の配管及び排水配管

飲料用の給水タンク及び貯水タンク並びに給水ポンプ

排水槽

給湯設備

排水再利用配管設備

その他（衛生器具、排水管）

１年以内
ごと

昇降機

防火設備

建築設備
（昇降機を

除く）

換気設備

排煙設備

非常用の
照明装置

給水設備
及び排水

設備

点検部位

３年以内
ごと

建築物（敷
地・構造）

敷地及び
地盤

建築物の
外部

屋上及び
屋根

建築物の
内部

避難施設
等

その他

ステップ 

２ 老朽化状況の把握 

劣化状況評価を行い、改修等のコスト算出の精度を上げることを目的とする。 

ステップ１で整理した対象建物ごとに、調査３「劣化状況調査票」を記入する。１２条点検と共に専

門業者等の技術者に委託することで、今後は、３年に１回実施する。このため、劣化状況調査票は、

できる限り簡易な調査票とし、効率的・効果的に把握できるものとする。 

≪建築基準法第12条に基づく定期の報告、検査等（12条点検）≫ 

モルタル、タイル等
は経過年数によって
は全面打診が必要 

で囲む項目は、 
劣化状況調査票 
と連動する項目 
を示す。 

屋根・屋上、外壁は、
１２条点検の際に、
指摘の有無だけで
なく、４段階の劣化
状況を評価する。 

指摘箇所及び劣化
事象については、現
況写真に記録する。
（１２条点検の写真
台帳を兼用する。） 

昇降機、防火設備、
換気設備などの指摘
がある場合は、「６．
その他設備」に記入
する。 

２ 外壁 

１ 屋根・屋上 

劣化状況調査票の項目 

３ 内部仕上げ 

５ 機械設備 

４ 電気設備 

５ 機械設備 

４ 電気設備 

２ 外壁 

３ 内部仕上げ 

で囲む項目以外 
についても、指摘が 
あれば特記事項に 
記入する。 
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基準 2015

001 1301 Ａ小学校 校舎１ 1
2203001

157
小学校 校舎 RC 3 2,562 1969 S44 46 旧 済 済 H10 24.9 長寿命 C D B A C 52

002 1301 Ａ小学校 校舎２ 5
2203001

158
小学校 校舎 RC 3 1,525 1969 S44 46 旧 済 済 H10 26.2 長寿命 A A C C C 62

003 1301 Ａ小学校 校舎３ 18-1,2
2203001

159
小学校 校舎 RC 4 1,179 2002 H14 13 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

004 1301 Ａ小学校 体育館 19-1,2,3
2203001

160
小学校 体育館 RC 4 1,408 1970 S45 45 旧 済 済 H10 25.3 長寿命 D D C A C 37

005 1302 Ｂ小学校 校舎１ 2-1
2204001

161
小学校 校舎 RC 3 1,819 1964 S39 51 旧 済 済 H7 13.1 要調査 D D D D D 10

006 1302 Ｂ小学校 校舎２ 2-2
2204001

162
小学校 校舎 RC 3 1,744 1970 S45 45 旧 済 済 H7 27.4 長寿命 D D C A C 37

007 1302 Ｂ小学校 校舎３ 17
2204001

163
小学校 校舎 RC 3 911 1980 S55 35 旧 済 - H7 25.8 長寿命 B B B B B 75

008 1302 Ｂ小学校 体育館 7
2204001

164
小学校 体育館 S 2 668 1972 S47 43 旧 済 - - - 長寿命 C C C C C 40

009 1303 Ｃ小学校 校舎１ 1
2204001

165
小学校 校舎 RC 3 3,010 1970 S45 45 旧 済 済 H26 18.5 長寿命 B C C B B 52

010 1303 Ｃ小学校 校舎２ 2
2204001

166
小学校 校舎 RC 3 1,750 1972 S47 43 旧 済 済 H26 18.7 長寿命 C C B D A 56

011 1303 Ｃ小学校
体育館・特別
教室棟

3
2204001

167
小学校 体育館 RC一部S 2 789 1971 S46 44 旧 済 済 H26 23.1 長寿命 C C D B C 33

012 1025 Ｄ小学校 校舎１ 31
2205001

168
小学校 校舎 RC 3 3,807 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A B A B B 86

013 1025 Ｄ小学校 校舎２ 32-1,2
2205001

169
小学校 校舎 RC 3 3,565 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A B A B B 86

014 1025 Ｄ小学校 体育館 33
2205001

170
小学校 体育館 RC 2 2,155 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A C A B B 76

015 1013 Ｅ小学校 校舎１ 2-1
2206001

171
小学校 校舎 RC 4 1,417 1978 S53 37 旧 済 - H13 19.8 長寿命 A D B C C 50

016 1013 Ｅ小学校 校舎２ 3-1,2
2206001

172
小学校 校舎 RC 4 3,171 1978 S53 37 旧 済 済 H13 12.5 要調査 C D B C C 44

017 1013 Ｅ小学校 校舎３ 5-1,2
2206001

173
小学校 校舎 RC 4 2,066 1978 S53 37 旧 済 済 H13 23 長寿命 D D B C C 42

018 1013 Ｅ小学校 体育館 6
2206001

174
小学校 体育館 S 1 764 1979 S54 36 旧 済 済 - - 長寿命 C B B B B 72

通し
番号

学校
調査
番号

施設名 建物名 棟番号

建築年度

和暦

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定 屋
根
・
屋
上

外
壁基準 診断 補強

調査
年度

西暦

健全度
（100点

満点）
学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
番号

用途区分

構造 階数
延床
面積
（㎡）

試算上
の区分

内
部
仕
上

備考
電
気
設
備

機
械
設
備

圧縮
強度
（N/㎟）

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある：築30年以上：築50年以上

建物情報一覧表

ステップ 

３ 今後の維持・更新コストの把握 

出力データ③ ≪建物情報一覧表≫ 

調査１ 対象建物の整理 
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基準 2015

001 1301 Ａ小学校 校舎１ 1
2203001

157
小学校 校舎 RC 3 2,562 1969 S44 46 旧 済 済 H10 24.9 長寿命 C D B A C 52

002 1301 Ａ小学校 校舎２ 5
2203001

158
小学校 校舎 RC 3 1,525 1969 S44 46 旧 済 済 H10 26.2 長寿命 A A C C C 62

003 1301 Ａ小学校 校舎３ 18-1,2
2203001

159
小学校 校舎 RC 4 1,179 2002 H14 13 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

004 1301 Ａ小学校 体育館 19-1,2,3
2203001

160
小学校 体育館 RC 4 1,408 1970 S45 45 旧 済 済 H10 25.3 長寿命 D D C A C 37

005 1302 Ｂ小学校 校舎１ 2-1
2204001

161
小学校 校舎 RC 3 1,819 1964 S39 51 旧 済 済 H7 13.1 要調査 D D D D D 10

006 1302 Ｂ小学校 校舎２ 2-2
2204001

162
小学校 校舎 RC 3 1,744 1970 S45 45 旧 済 済 H7 27.4 長寿命 D D C A C 37

007 1302 Ｂ小学校 校舎３ 17
2204001

163
小学校 校舎 RC 3 911 1980 S55 35 旧 済 - H7 25.8 長寿命 B B B B B 75

008 1302 Ｂ小学校 体育館 7
2204001

164
小学校 体育館 S 2 668 1972 S47 43 旧 済 - - - 長寿命 C C C C C 40

009 1303 Ｃ小学校 校舎１ 1
2204001

165
小学校 校舎 RC 3 3,010 1970 S45 45 旧 済 済 H26 18.5 長寿命 B C C B B 52

010 1303 Ｃ小学校 校舎２ 2
2204001

166
小学校 校舎 RC 3 1,750 1972 S47 43 旧 済 済 H26 18.7 長寿命 C C B D A 56

011 1303 Ｃ小学校
体育館・特別
教室棟

3
2204001

167
小学校 体育館 RC一部S 2 789 1971 S46 44 旧 済 済 H26 23.1 長寿命 C C D B C 33

012 1025 Ｄ小学校 校舎１ 31
2205001

168
小学校 校舎 RC 3 3,807 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A B A B B 86

013 1025 Ｄ小学校 校舎２ 32-1,2
2205001

169
小学校 校舎 RC 3 3,565 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A B A B B 86

014 1025 Ｄ小学校 体育館 33
2205001

170
小学校 体育館 RC 2 2,155 1997 H9 18 新 - - - - 長寿命 A C A B B 76

015 1013 Ｅ小学校 校舎１ 2-1
2206001

171
小学校 校舎 RC 4 1,417 1978 S53 37 旧 済 - H13 19.8 長寿命 A D B C C 50

016 1013 Ｅ小学校 校舎２ 3-1,2
2206001

172
小学校 校舎 RC 4 3,171 1978 S53 37 旧 済 済 H13 12.5 要調査 C D B C C 44

017 1013 Ｅ小学校 校舎３ 5-1,2
2206001

173
小学校 校舎 RC 4 2,066 1978 S53 37 旧 済 済 H13 23 長寿命 D D B C C 42

018 1013 Ｅ小学校 体育館 6
2206001

174
小学校 体育館 S 1 764 1979 S54 36 旧 済 済 - - 長寿命 C B B B B 72

通し
番号

学校
調査
番号

施設名 建物名 棟番号

建築年度

和暦

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定 屋
根
・
屋
上

外
壁基準 診断 補強

調査
年度

西暦

健全度
（100点

満点）
学校
種別

建物
用途

固定資
産台帳
番号

用途区分

構造 階数
延床
面積
（㎡）

試算上
の区分

内
部
仕
上

備考
電
気
設
備

機
械
設
備

圧縮
強度
（N/㎟）

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある：築30年以上：築50年以上

建物情報一覧表
ステップ１ 対象施設の整理 

構造躯体の健全性 躯体以外の劣化状況 

調査２ 調査３ 

健全度の読み取り方 

 健全度40点未満なら優先的に長寿命化改修等の対策を講じることが望ましい。 

 健全度の点数に関わらず、Ｃ、Ｄ評価の部位は、修繕・改修が必要 
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４ 直近の整備計画の策定 
ステップ 

（参考）対象事業 

イ 建替え等 

統廃合、再配置等 

長寿命化に適さない可能性がある建物 

「要調査」建物について詳細調査を実施 

築40年を経過した長寿命化改修対象建物 

築20年、築60年の大規模改造対象建物 

上記以外の建物の劣化部位 

教育環境整備などの機能向上 

プール、グラウンド、共用設備 等 

新増築事業 

改築事業 

長寿命化改修 

大規模改造 

部位修繕 

防災関連事業 

トイレ整備 

空調整備 

特別支援学校の整備 

その他施設関連経費 

ロ 老朽改修 

ハ 機能向上 

「ニ」を追加 

この表は要りますか？ 

  

  

  

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

施設整備費 

新増築事業 

改築事業 

耐震化事業 

・・・ 

その他施設整備費 
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（百万円）

学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費 学校名 事業費
新増築事業

改築事業

耐震化事業
（非構造部材の
　対策含む）
長寿命化改修

大規模改造（老朽）

防災関連事業

トイレ整備

空調整備

障害児等対策

特別支援学校の整備

部位修繕

その他施設整備費

維持修繕費

光熱水費・委託費

0合　計 0 0 0 0

施
設
整
備
費

2021
H29 H30 H31 H32 H33
2017 2018 2019 2020

事業名称

年度

300 300 300 300 300

150 204 204 204 204

244 200 150 150 210

164 130
130 140

130
17 50

10 50
50

120 100
100

100
100

60 80
40

40
40

299

681
744 720 684

265

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H28 H29 H30 H31 H32

新増築事業

改築事業

耐震化事業

長寿命化改修

大規模改造（老朽）

防災関連事業

トイレ整備

空調整備

障害児等対策

特別支援学校の整備

部位修繕

その他施設整備費

維持修繕費

光熱水費・委託費

（百万円）

記入表≪  

1,710,200 1,726,000 1,749,300 1,705,000 1,719,000

修繕費・その他経費

26％ 450,612 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

修繕費・その他経費

29％ 504,000 

グラウンド

4％ 73,500 

グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 
グラウンド

6％ 100,000 

グラウンド

6％ 100,000 

プール

10％ 170,030 

解体

解体 解体

統合等

部位

改修

37％

部位

改修
24％

部位

改修
22％

部位

改修

22％

部位

改修
25％

長寿命化改修

18% 299,404 

長寿命化改修

40％ 682,000 
長寿命化改修

43％ 745,300 
長寿命化改修

42％ 721,000 

長寿命化改修

40％ 685,000 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H28 H29 H30 H31 H32

50,000 100,000
50,000

100,000

施策へ

の対応

463,029

施策へ

の対応
230,000

施策への対応

150,000
施策へ

の対応

190,000

施策へ

の対応
190,000

D評価改修

166,620

D評価改修

130,000 D評価改修
130,000

D評価改修

140,000

D評価改修
130,000

上の表を入力すると、下図のよう

にグラフが作成される。 
出力データ⑤ ≪直近の整備計画≫ 
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